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 要  旨 
  
 
近年の環境問題の深刻化により、環境に配慮した会計システムである、マテリアルフローコス
ト会計（MFCA；Material Flow Cost Accounting）を導入する企業が増えている。MFCA を用
いることで製品を生産する際に不良品や廃棄物といったロスの発生場所および発生量を把握する
ことができる。 
また、製造業では工場の稼働率を把握することが重要となる。それは、稼働率は高すぎると急
な注文が来た際に対応することができない、一方、稼働率は低すぎると売り上げが低下するとい
う問題が生じるからである。よって、工場では現状の稼働率を把握することで現時点での問題点
を明確にすることができる。 
そこで、本研究では環境面を考慮した MFCA と稼働率を対応させた一般化 MFCA の提案およ
び一般化 MFCA の実用例を挙げ、効果を確かめている。一般化 MFCA とは MFCA を稼働率に
関して一般化したものである。一般化 MFCA により現状の稼働率において工場で発生している費
用を算出することができる。一般化 MFCA では稼働率が低いことに対するペナルティ、稼働率が
高いことに対するペナルティを導入して費用の算出を行っている。稼働率ごとに費用を算出する
ことによって費用が最小、または利益が最大となる場合の稼働率を把握することができる。企業
は利益が最大となる稼働率を知ることで現場改善の指針のひとつとなる。 
さらに、共同研究を行っている Y 工場では段取りにかなりの時間を要しているため、一般化
MFCA に段取りを取り入れたモデルの分析も行っている。 
本研究では、第 1 章において研究の背景、目的について説明する。そして、第 2 章において
MFCA、一般化 MFCA の概要について説明する。そして、第 3 章において MFCA、一般化 MFCA
の実用例を挙げる。続いて、第 4 章において Y 工場の現状に即した、段取りを考慮したモデルを
用いた分析の結果を示す。最後に、第 5 章において結果の考察、第 6 章においてまとめと今後の
課題を挙げる。 
 
